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の

ゼ

ミ

外

大

史

上
、

妥と
芝

類

例

の

な

い

ユ

ニ

ー

ク

で

活

発

な

ゼ

ミ

中
嶋ゼ
ミ
は 、
外
大
の
中
で
も 、
き
わ
め
てユ
ニ
ーク

な
ゼ
ミ

で
あ
る
と
断
言
で
き
る ロ
そ
の
最
大
の
特
徴は 、
O
B
を
中
心
に

し
て
「ゼ
ミ

の
会」
をつ
く
り 、
毎
年 、
春
夏の
合
宿か
ら
セ
ミ

ナ
ー 、

講
演
会 、
年
刊の
機
関
誌
を
発
行
す
る
と
い
う
活
発
な
活

動
を
長
く
続
け
て
き
た
こ
と
に
あ
る 。

大
学の
教
宮
は 、
自
分の
専
門
分
野の
研
究
と 、
学
生
の
指
導

・
教
育
と
い
う
両
面
で
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
理
想
と
さ

れ
て
い
る
が 、
中
嶋
先
生
は
研
究
者
と
し
て
は
現
代
中
国
学
の
第

一
人
者
と
し
て
の
評
価
を
挙
げ
る一
方 、
教
育
者
と
し
て
も
第一

級
で
あ
る
こ
と
が
「ゼ
ミ

のふと
の
活
動
で
十
分 、
立
証
で
き
る 。

そ
の
ゼ
ミ

の
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
以
下 、
七
点
挙
げ
て
み
た
い 。

留
学
し
た
り 、
他
大
学に
移っ
た
り 、
み
る
い
は
他
大
学か
ら
移

籍
し
て
く
る
場
合
な
ど
を
考
え
る
と 、
閉
じ
大
学
で
自
分
の
ゼ
ミ

を
三
O
年
以
上
も
持つ
教
授は
案
外
少
な
い
の
で
は
な
い
か 。

も
ち
ろ
ん 、
単に
長
け
れ
ば
尊い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が 、

そ
の
「
年
輪
の
大
き
さ」
に
は
十
分 、
意
昧が
あ
る
だ
ろ
う 。

中毒��ミのE隆史ピ本来

②

人
数
の
多
さ

第
二
に 、
そ
の
ゼ
ミ

生
（
O
B）
が
総
計二
四
四
人
と
い
う
数

に
上っ
て
い
る
こ
と
だ 。
こ
れ
は
九七
年
夏に
作
成
さ
れ
た
名
簿

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
数
だ 。
こ
の
ゼ
ミ
は
在
学
生 、
大
学
院
生

が
しっ
か
り
引
き
継
ぎ
し
な
が
ら
「ゼ
ミ

の
会」
を
組
織
し
て 、

会
則
を
作
り 、
年
会
費
を
とっ
て
運
蛍
し
て
き
た
だ
け
に 、
こ
の

数
字
は
信
頼
で
き
る 。
そ
と
で
思
う
に 、
外
大
の
ゼ
ミ
で 、
ゼ
ミ

生
が
二
O
O
人
を
越
え
る
と
こ
ろ
が
他に
あ
る
だ
ろ
う
か 。
大
抵

の
ゼ
ミ
は
卒
論
ま
で
指
導
す
る
こ
と
が
前提
だ
か
ら 、
例
年 、
新

た
に
加
わ
る
ゼ
ミ
生
は
せ
い
ぜ
い
数
人 やた
ろ
う 。
定
年ま
で
勤
め

た
教
官
で
もゼ
ミ
生
の
数
は
大
体
百
人か
ら
百
数
十
人
で
は
な
い

だ
ろ
う
か 。
中
嶋
先
生
は
香
港
で
の
二
年
間の
研
究
員
生
活
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア 、
フ
ラ
ン
ス 、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
大
学
に
客
員
教

授と
し
て
招か
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あっ
て 、
通
算
何
年
間か
の

。フ
ラ
ン
ク
は
あ
る
が 、
ゼ
ミ
は
常
に
十
人
以
上
の
学
部
生 、
院
生

で
に
ぎ
わっ
て
い
た 。
こ
こ
で
は
O
B
の
多さ
が
特
徴
と
な
る 。

③ 

ゼ
ミ
生
の
多
様
さ

勝
又
美
智
雄

（
日
本
経
済
新
聞
社）

ー134-

中
嶋
ゼ
ミ
の
セ
ブ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
ズ

①
長
寿
記
録

ま
ず
第一
に 、
そ
の
時
間
的
な
長
さ
で
あ
る 。
第一
回
卒
業
生

は一
九
六
七
（
昭
和
四
二）
年 、
最
後の
ゼ
ミ

生
の
卒
業が一
九

九
七
（
平
成
九）
年
と 、
実にコ
二
年
間
に
お
よ
ん
で
い
る 。

外
大
教
師の
中
で 、
丸
三
0
年
間
も 、
ゼ
ミ
を
持っ
て
い
た
人

は
は
た
し
て
ど
れ
くら
い
い
た 、だ
ろ
う
か 。
国
家
公
務
員
で
あ
る

国
立
大
学
教
授に
は
定
年
制
が
あ
り 、
外
大
は
六
二
歳
だ 。
学
者

を
志
し
て
二
七 、
八
歳で
専
任
講
師
と
なっ
て
自
分
の
ゼ
ミ
を
持

っ
た
と
し
て 、
最
大
限三
五
年 、
教
師
生
活
を
送
る
と
し
て
も 、

第
三
に 、
ゼ
ミ

生
の
所
属
語
科が
実
に
多
般に
わ
たっ
て
い
る

こ
と
だ 。

六
七
年の
第一
回
卒
業
生
か
ら
九
七
年の
最
後の
ゼ
ミ

生
ま
で 、

一一
四
四
人
の
学
科
別の
内
訳
を
調べ
て
み
る
と 、
C
H

八
て
F

H
二
五 、
R
H一

六 、
E
H一

二 、
D
H一

一 、
J
H一

て
S

H
九 、
I
C
H七 、
H
H

四 、
U
H

四 、
－
m
H

問 、
R
r
H

四 、

A
H二一 、
p
o
H

三 、
M
H

二 、
K
H二 、
I
H

二 、
V
H

二 、

I
n
H一 、

院
生
H

三
九 、
研
究
生
H

て
聴
講
生
H一

ーー
と

なっ
て
い
る 。

中
国
語
科
（
C）
が
八一
人
で 、
ちょ
う
ど
三
三
% 、
三
人
に

一
人
と
い
う
高い
割合に
なっ
て
い
る
と
い
う
の
は 、
あ
る
意
味

で
当
然
だ
ろ
う 。
先
生
自
身
が
中
国
語
科出
身
で
近
代
中
国
政
治

史 、
現
代
中
国
論
を
研
究
し
て
お
り 、
その
優
れ
た
業
績に
魅
せ

ら
れ
て
ゼ
ミ
に
入
る
こ
と
を
希
望
す
る
中
国
語
科
の
学
生
が
多い

と
と
を
考
え
れ
ば 、
容
易
に
想
像が
つ
く 。
む
し
ろ
こ
乙
で
注
目

すべ
き
は 、
中
国
語
科
生
以
外
が
三
分
の
二
も
占
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ 。
そ
れ
も
実
に
多
様
で 、
ま
さ
に
外
大
の
語
科の
すべ

て
を
網
羅
し
て
い
る
観が
あ
る 。
つ
ま
り 、
あ
ら
ゆ
る
語科の
学

生
が
集
ま
る
語
科
横
断
的
な
性
格の
強い
ゼ
ミ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ 。こ

れ
だ
け
の
多
彩
さ 、
多
様
さ
は 、
語
学・
文
学
系の
ゼ
ミ
で

は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い 。
他の
地
域
研
究ゼ
ミ
で
も
念
い
だ
ろ
う 。

中
嶋ゼ
ミ
に
集
ま
る
学
生
た
ち
は 、
そ
れ
ぞ
れ
が
ア
メ
リカ
研
究 、

フ
ラ
ン
ス
研
究 、
ロ
シ
ア
研
究
と
い
う
具
合に
自
分
の
個
別
研
究
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領
域
を
持
ち
な
が
ら 、
そ
の
地
域
研
究の
基
礎
と
な
る
問
題
意
識

の
深
め
方 、
資
料
（
史
料）
の
読
み
方
や分
析
手
法 、
さ
ら
に
は

世
界
史
的
な
視
野
に
立つ
て
の
比
較 、
意
昧づ
け
方
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
た
か
ら
だ
と
言
え
る 。
そ
れ
こ
そ
が

ま
さ
に
「
国
際
関
係
論ゼ
ミ」
と
名
乗
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る 。

④
留
学
生
が
多い

そ
し
て
第
四
に 、
中
嶋ゼ
ミ
に
は 、
驚
く
ほ 、ど
外
国
人
留
学
生

が
多い
と
と
だ 。
そ
の
第一
号は
八一
（
昭
和
五
六）
年
度
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身の
レ
オン・
ベ
ン
ダ
ー

氏 。
大
学
院の
日
本

語
学
科
に
学
び 、
「
大
平
内
閣の
環
太
平
洋
構
想」
を
修
論
テー

マ
に
し
て
い
た 。
八
二
年
度
に
は
や
は
り
院
生
で
英
国
出
身の
マ

リ
ア・
ガ
プ
リエ
ル
さ
ん
が
加
わっ
て 、
「
A
S
E
A
Nへ
の
日

本の
経
済
援
助」
を
修
論
テ
lマ

に
し
て
い
た 。
そ
し
て
八
六
年

度こ
ろ
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
年 、
ゼ
ミ
に
は
必
ず
留
学
生
が
い
る
よ
う

に
なっ
た 。

③で
挙
げ
た
学
科
別
内
訳の
「
院
生」
と
い
う
の
に一
番
多い

の
が 、
中
国
大
陸 、
香
港 、
台
湾
は
も
ち
ろ
ん 、

東南ア
ジ
ア 、

韓
国か
ら
の
留
学
生
だ 。
駄
米か
ら
日
本
研
究
に
来
て
中
嶋ゼ
ミ

に
入
る
と
い
う
ケ
l

ス
に
始
まっ
て 、
殴
米
あ
る
い
は
中
国
人
の

学
生
が
中
国
研
究
を
す
る
た
め
に
中
嶋
ゼ
ミ
に
来
る
ケ
l

ス
が

徐々
に
増
え
て
い
っ
た 。
中
嶋
先
生
の
業
績が
国
際
的
に
高
く
評

価
さ
れ 、
留
学
生
た
ち
が
母
校の
教
宮
か
ら
中
嶋
先
生
を
推
薦
さ

れ
て
来
る
ケ
l

ス
が
多い
の
だ 。
中
嶋ゼ
ミ

の
国
際
競
争
力
を
誇

部
生 、
院
生 、
留
学
生 、
O
B
が
二
O
人
以
上
は
集まっ
た 。
こ

の
三
0
年
問 、
私
は
全
合
宿の二一
分の一
く
ら
い
に
は
参
加
し
た

と
思
う
が 、
い
つ
も
長
時
間 、
ま
じ
め
な
識
論
に
付
き
合っ
た
あ

と 、
夜
中
と
い
う
よ
り
未
明
ま
で
酒
を
飲
み
な
が
ら
先
輩 、
後
輩

が
入
り
交
じっ
て 、
国
際
問
題
か
ら
個
人
的
な
仕
事の
話 、
人
生

観
ま
で
だべ
り
合
う
の
を
楽し
ん
で
き
た 。
若い
学
生
た
ち
に
と

っ
て
は 、
先
輩の
し
た
り
顔
を
し
た
人
生
訓
な
ど
迷
惑
な
もの
だ

ろ
う
が 、
O
B
に
とっ
て
は 、
自
分の
青
春
時
代 、
初
心
を
思い

返
す
貴
重
な
機
会で
あ
り 、
同
時
に
熱
心
に
あ
れ
こ
れ
聞
い
て
く

る
若い
世
代か
ら
刺
激
を
受
け
る
費重
な
織
会で
も
あっ
た 。

教
育
者
の
学
生
指
導の
タ
イ
プ
に
は 、
で
き
る
だ
け
学
生
の
自

由
に
さ
せ
る
放
牧
型
と 、
勉
強
の
仕
方か
ら
論
文
の
書
き
方 、
脚

注の
つ
け
方 、
さ
ら
に
は
私
生
活
の
相
談ま
で
細か
く
面
倒
を
み

る
飼
育
型の
二
つ
が
あ
る 。
中
嶋
先
生
は
飼
育
型の
典
型
で 、
合

宿
は 、
そ
う
し
た
親
身の
相
談に
の
る
格
好の
場
に
なっ
て
い
た 。

や鵠ゼミの扇島史�未来

⑥
海
外へ
研
修
旅
行

八
四
年
春に
は 、
実
に
二
0
日
間
もの
長
期
に
わ
たっ
て
欧
州

研
修
旅
行
を
敢
行
し
た 。
パ
リ 、
ウ
ィ
ー
ン 、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
五

カ
所
で
現
地
の
大
学 、
研
究
所
で
「ヨ
ー

ロッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
を

考
え
る」
を
テ
l

マ
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
ツ
ア
ー

で 、
参
加

者
は
二
六
人 。
日
程
すべ
て
を
中
嶋
先
生
が
企
画
し 、
学
生
た
ち

は
二 、
三
O
万
円
す
る
旅
行
費
を
ア
ルバ
イ
ト
し
て
貯
め
て
参
加

し
て
い
た 。

つ
で
もい
い
だ
ろ
う 。
翻っ
て
考
え
て
み
れ
ばい
い
の
だ
が 、
日

本
研
究の
た
め
に
留
学
生
が
日
本
人
教
授の
研
究
室
に
出入
り
す

ー
るこ
と
は
珍
し
く
も
な
ん
と
も
な
い
が 、
外
国
研
究の
た
め
に
日

本の
大
学
に
留
学
す
る
ケ
1

ス
は
か
な
り
異
例
だ
ろ
う 。
東
京
外

大の
数
あ
る
ゼ
ミ

の
中で
も 、
そ
ん
な
国
際
色
豊か
な
と
こ
ろ
が

他
に
あ
る
だ
ろ
う
か 。
例
え
ば 、
英
文
学の
権
威
と
か 、
フ
ラ
ン

ス
語
文
法の
専
門
家
と
い
う
教授の
ゼ
ミ
に 、
そ
の
名
声
を
慕っ

て
外
国
人
留
学
生
が
卒
論 、
修
士
論
文
を
書
く
た
め
に
来
て
い
る

だ
ろ
う
か 。
私は
寡
聞
に
し
て 、
そ
ん
な
η

嬉し
いu
例
を
他
に

知
ら
な
い 。

つ
ま
り 、
こ
こ
で
は
学
生
の
多
種
多
様
さ
が
人
種
的
に
も
国
籍

面
で
も
広がっ
て
い
て 、
日
常
的
に
国
際
安
流 、
異
文
化
接
触が

行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で 、
文
字
通
り
国
際
化し
て
い
る
の
が
中
嶋

ゼ
ミ

の
大
き
な
特
徴に
なっ
て
い
る 。
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⑤
恒
例
の
春
夏
合
宿

中
嶋ゼ
ミ
の
毎
年の
恒
例
行
事
に
春
合
宿
（
三
月
に一
泊二
日

で
八
王
子
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
が
多い）
と
夏
合
宿
（
長
野
県
松
本

市
内に
あ
る
中
嶋
先
生の
実
家
兼
別
荘か 、
白
馬
や
乗
鞍の
保
養

所
で
ニ
泊
三
日）
が
あ
る 。
外
犬
で
も
毎
年
合
宿
を
す
る
ゼ
ミ
は

そ
う
め
ず
ら
し
く
は
な
い
が 、
年
に
二
回
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な

い
は
ず
だ 。

春は
四
年
生
が
仕
上
げ
た
ば
か
りの
卒
論
を
発
表 、
夏は
統一

テ
lマ

を
決
め
て
の
研
究
報
告
が
中
心
で 、
ど
ち
ら
も
毎
回 、
学

八
七
年
春
に
も一
二
日
間 、
総
勢
三
二
人
で
台
北 、
香
港 、
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
l

ル 、
パ
リ 、
ウ
ィ
ー

ン 、
ザル
ツ
プ
ル
グ 、
ミュ

ンヘ
ン 、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ 、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト 、
ロ
ン
ド
ン
と

回
り 、
計
八
回
の
研
修セ
ミ
ナ
ー

を
実
施 。
さ
ら
に
八
九
年
夏
に

は
第
三
回
海
外
研
修
旅
行
と
し
て 、
三
二
人
参
加
し
て
二一
日
間 、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
l

ル 、
ロ
ン
ド
ン 、
パ
リ 、
フ
ィ

レ
ン
ツエ 、
ペ

ニ
ス 、
ザル
ツ
プ
ル
グ 、
ベ
ル
リ
ン
と
回っ
て
五
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
る 。

旅
行
中は
すべ
て
先
生
自
身が
ツ
ア
l・

コ
ン
ダ
ク
タ
ー

兼セ

ミ
ナ
ー

の
司
会
役
を
務
め 、
行
く
先々
で
先
生
が
日
頃
親
し
く
し

て
い
る
現
地
人
の
研
究
仲
間が
ホ
ス
ト

役
を
務
め
て 、
セ
ミ
ナ
ー

は
すべ
て
英
語
で
討
論
す
る
形
式
だっ
た 。
O
B
た
ち
が
恩
師
を

囲
む
観
光
旅
行
な
ら 、
そ
ん
な
に
珍
し
く
も
な
い
だ
ろ
う
が 、
現

地
の
大
学 、
研
究
所
と
提
携し
て
研
修セ
ミ
ナ
ー

を
や
る
と
い
う

ゼ
ミ
が 、
は
た
し
て
外
大
に
限
ら
ず 、
他
の
大
学で
も
あ
る
だ
ろ

う
か 。
私
学
で
学
生
の
短
期
語
学
留
学
を
実
施し
て
い
る
と
こ
ろ

は
い
くつ
か
あ
る
が 、
そ
れ
は
大
学
が
制
度
的
に
学
校
行
事の一

環と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で 、
一
教
官の
ゼ
ミ
と
し
て
は
私

は
聞
い
た
こ
と
が
な
い 。

特に
八
九
年の
ツ
ア
ー

で
は 、
ベ
ル
リ
ン
の
壁の
崩
様
車
前 、

そ
の
壁
を
東
側 、
西
側の
両
方か
ら
見
る
機
会
を
設
け
て 、
学
生

た
ち
に
歴
史
的
大
激
動
を
実
感
さ
ぜ
る
こ
と
が
で
き
た 。

私は
こ
の
海
外
研
修
に
は一
度
も
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
が 、

参
加
し
た
学
生
た
ち
か
ら
後
で
話
を
聞
き 、
よ
く
ぞゼ
ミ
が
乙
こ

-13.7 -



．． 

ま
で
発
信
型
の
活
動
が
で
き
た
も
の
だ
と 、
ひ
た
す
ら
感
心
し
て

い
た 。

⑦
ゼ
ミ

誌
『
歴
史
と
未
来』
の
発
行

そ
し
て
最
後
に 、
し
か
し
最
も
意
義
深い
重
要
な
こ
と
と
し
て 、

こ
の
ゼ
ミ
が一ニ
0
年
間に
実
に
二
五
冊に
及ぶ
ゼ
ミ

誌
『
歴
史
と

未
来」（
年
会
報）
を
発
行
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る 。
ゼ
ミ

誌
と
い
う
と 、
普
通
は
同
窓会
報
と
同
じ
で
O
B
の
思い
出
話
が

中
心 ，た
ろ
う
が 、
と
れ
は
全
く
迷
う 。
国
際
関
係
輸の
専
門
誌
と

い
う
性
絡
を
持
た
せ
て 、
ゼ
ミ
生
の
卒
業
論
文
を
中
心
に 、
学
部

生
の
研
究
報
告 、
O
B
の
論
文 、
エ
ッ

セ
イ
を
収
録
し
て
い
る 。

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
先
生
自
身の
発
案
で 、
「
国
際
関
係
論
を
勉
強
す

る
者
は
歴史
を
深
く
学
び
な
が
ら 、
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
指

針
を
考
え
て
い
こ
う」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
た 。
ゼ
ミ
生
の

研
究
成
果
を
世
に
問
う
発
信
型
の
雑
誌
で
あ
り 、
そ
れ
は
私の
知

る
限
り 、
国
公
私
立
を
含
め
て 、
日
本中の
大
学の
ゼ
ミ

の
中で

希
有
な
こ
と
で
あ
り 、
貴
重
な
有
形
文
化
財
と
言
え
る
（
ち
な
み

に
本
誌
は
全
号 、
国
立
国
会
図
書
館に
寄
贈
さ
れ 、
保
管
さ
れ
て

い
る） 。

た
だ 、
実
際の
卒
論
は
た
い
て
い
原
稿
用
紙
四
O
O
字
詰
め
で

一
0
0
｜三

O
O
枚
あ
り 、
そ
れ
を
ご
の
雑
誌
用
に
籍
者
が
そ
れ

ぞ
れ
三
O
枚
以
内に
要
約
し
て
紹
介
す
る
の
をル
l

ル
に
し
て
い

る 。
そ
れ
は 、
一
つ
の
テ
l

マ
で
論
文
を
書
く
の
に
三
O
枚
も
あ

れ
ば
ほ
ぽ
十
分 、
あ
と
は
その
主
張
をい
か
に
説
得
的
に
提
示
す

十暢－！？ミの長】たど永来

料
を
払
う
と
い
う
形
で 、
こ
の
「
同
人
誌
方
式」
が
そ
の
後
も
ず

っ
と
続
くて
販
売
収
入
が
四
万
円
溺（ゼ
ミ

生
が一
部二
O
O
円

で
販
売
し 、
生
協
書
籍
部に
も
置
い
て
も
らっ
た
結
娘 、
二
O
O

部
近
く
売
れ
た） 、
残
り
は
先
生
と
長
谷
川
哲
也
編
集
長
以
下
第一

期
生
が
か
ぶ
る
こ
と
に
なっ
て
し
まっ
た
（
当
時 、
大
卒
の
初
任

給が
四
万
円
程
度
だっ
た） 。

と
の
赤
字
出
版
は
創
刊
以
来
ずっ
と
ゼ
ミ

の
最
大
の
頭
痛の
タ

ネ
で
あっ
た
が 、
そ
の
財
政
献
を
乗
り
越
え
て 、
第二
号
（
七
四

年
八
月
刊）
か
ら
第
二
五
号
（
九
九
年
四
月
刊）
に
至
る
ま
で 、

普
通
の
月
刊
雑
誌
と
同
じ
A
五
判
二
段
組
み
の
活
版
印
刷で 、
体

裁
も
内
容
的
に
も
務
段に
優
れ
た
もの
に
成
長
し 、
発
展
し
て
い

っ
た 。
各
号
と
も
ほ
ぽ
百
数
十ペ
ー

ジ 、
二
O
号
に
至つ
て
は
二

一
0ペ
ー

ジ
に
も
及
ん
だ 。
出
版
経
費は
毎
回 、
七 、
八
O
万
円

か
か
っ
た
が 、
そ
の
六
割
を
執
祭
料 、
販
売
収
入 、
広
告
収
入（
先

生
の
親
し
い
出
版
社
が
書
籍
広
告
を
出
し
て
く
れ
た）
で
ま
か
な

い 、
不
足
分
は
「ゼ
ミ

の
会」
が
補
填
し 、
さ
ら
に
不
足
分
は
先

生
が
ポ
ケッ
トマ

ネ
ー

を
出
す
と
い
う
形
が
多かっ
た 。

つ
ま
りゼ
ミ

誌
は 、
中
嶋
先
生
の
情
熱
と 、
学
部
生 、
院
生
の

意
欲
と 、
そ
し
て
「ゼ
ミ

のふと
の
会
費に
よっ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
と
君
え
る
だ
ろ
う 。

そ
し
て
私
自
身 、
こ
の
雑
誌
に一
二
回
寄
稿
し
て
お
り 、

最多

出
場
組の一
人
と
なっ
て
い
る 。
新
聞
記
者
時
代
は
新
聞
に
書
け

な
かっ
た
こ
と
を 、
現
場
記
者
で
な
く
なっ
て
か
ら
は
日
頃
感
じ

て
い
る
こ
と
をエ
ッ

セ
イ
の
形
で 、
楽し
く
脅
さ 、
そ
れ
が
自分

る
か
で 、
具
体
的
な
例
証
を
豊
富
に 、
し
か
も
信
頼で
き
る
先
人

の
業
績か
ら
の
的
確な
引
聞
を
加
え
る
こ
と
で
い
く
ら
で
も
長
く

で
き 、
一
O
O
枚か
ら
ニ
O
O
枚の
立
派
な
論
文
が
岱
け
る
は
ず

だ
し 、
逆
に
三
O
枚
に
要
約
で
き
な
い
論
文
な
ど
な
い 、
と
い
う

「
中
嶋
理
論」
の
実
践の
場
で
も
あっ
た 。

ち
な
み
に
創
刊
号
（
六
八
年
七
月
刊）
は
第一
期
生
の
卒
論ダ

イ
ジェ
ス
ト

が
三
本
（
中
国
科・
堀
憲
昭
氏の
「
国
連
と
中
国」 、

ロ
シ
ア
科・
長
谷
川
哲
也
氏の「
民
族
理
論
と
ソ
連
の
民
族
政
策」 、

ヒ
ン
ド
ゥ
l

科・
石
弁
直
木
氏の
「
帝
国
主
義
下の
イ
ン
ド
木
綿

工
業」）
に
三 、
四
年
生
の
研
究論
文
が
五
本 、
そ
れ
に
二
年
生
の

レ
ポ
ー
ト

が
二
本
（
そ
の一
つ
は
「
力の
均
衡」
に
よ
る
平
和
の

問
題
を
論
じ
た
拙
文）
の
計一
O
本
が
掲
載
さ
れ
た 。
そ
れ
も「ゼ

ミ
生
の
優
れ
た
研
究
成
果
を
教
師一
人
が
読
む
だ
け
で
は
もっ
た

い
な
い 、
広
く

学内外に
公
表
し
て
議
論
を
巻
き
起
こ
そ
う 、
知

的
交
流
を
活
発
に
し
て
切
陸
琢
磨し
合
お
う」
と
い
う
先
生
の
提

案
をゼ
ミ
生
で
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
だっ
た 。

当
時
は
「
全
共
闘」
に
よ
る
大
学
紛
争が
全
国
に
広
がっ
た
時

で 、
学
内に
は
ガ
リ

版
刷
り
の
ピ
ラ
やパ
ン
フ
が
氾漉し
て
い
た

が 、
そ
れ
ら
の
「
政
治
的」
な
文
書
と一
一棋
を
画
す
る
意
味
で 、

8
5
判の
タ
イ
プ
印
刷で
八
二
ペ
ー

ジ
の
雑
誌
を
五
O
O
部
刷っ

た 。問
題
は
収
支
だ
が 、
創
刊
号の
編
集
委
員
だっ
た
私の
当
時の

メ
そ
で
は 、
印
刷
経
費が一
二
万
五
千
円 、
う
ち
四
万
円
を
執
筆

者
た
ち
が
負
担
し
（
原
稿
料
を
も
ら
う
の
で
は
な
く 、
逆
に
掲
載
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の
生
活
史
を
彩
る
指
標に
も
なっ
て
き
た 。

以
上

を
児
て
く
る
と 、
中
嶋
ゼ
ミ

の
活
動
は 、
文
字
通
り
の「セ

ブ
ン・
ワ
ン
ダ
ー

ズ」（
七
不
思
議
で
は
な
く 、
七つ
の
驚
異）
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か 。
そ
れ
や
こ
れ
や
で 、
た
し
か
九
O
年
ご

ろ
に
は
総
合
雑
誌（『
文
芸
春
秋』
だっ
た
と
記
憶
し
て
い
る）
の

カ
ラ
1

グ
ラ
ビ
ア
で 、
外
大
の
名
物ゼ
ミ
と
し
て
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
も
あっ
た 。

で
は
次
に 、
そ
こ
で
学
ん
だ
ゼ
ミ

生
の
特
徴が
何か
を
見
て
み

よ
う 。

世
代
は
移
り
ゆ
く

1l
ゼ
ミ
生
群
像
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ゼ
ミ

の
第一
期
生の
年
長
組
は一
九
四
二
（
昭
和一
七）
年
生

ま
れ 。
中
嶋
先
生
よ
り
わ
ずか
五
蔵
年
下で 、
六
O
年
安
保の
余

趨
を
深
く
吸っ
た
世
代
だ 。
先
生
と
も
先
輩 、
後
輩
と
い
う
感
覚

で
親し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
世
代
で 、
常
に
「ゼ
ミ

のふと

の
指
南
役
を
担っ
て
く
れ
た 。
そ
も
そ
も
会
費
方
式の
「ゼ
ミ

の

ふと
の
酸
立
を
提
唱
し
た
の
も
堀
氏で
あ
り 、
刷 、
長
谷
川
両
氏

ら一
期
生
ら
の
優
れ
た
指
導
力
で 、
持
続
で
き
る
組
織
体
制が
整

っ
た
の
だっ
た 。
その
彼
ら
も
今は
六
O
歳
定
年
を
迎
え 、
第二

の
人
生 帆つ
く
り
に
入っ
て
い
る 。

そ
れ
に
続
く
の
が
「全
共
闘
世
代」
で 、
ま
さ
に
全
共
闘
運
動

が
真つ
盛
り
の
七
O
年
前
後
に
在
籍
し
て
い
た
戦
後
生
ま
れ
の



「
回
線の
世
代」
で
あ
る 。
私
も
そ
の一
人
で 、
政
治
意
識
は
高

い
が 、
学
園
紛
争
で
ろ
く
に
勉
強
も
せ
ず 、
口
だ
け
は
逮
者
で
生

意
気な
世
代
で 、
今 、
五
O
代
半
ば
に
なっ
て 、
I
T
（
情
報
技

術）
革
命の
中で
取
り
残
さ
れ
る
不
安に
ひ
そか
に
怯
え
て
い
る

「
困っ
た
お
荷
物・
中
年」
世
代
と
なっ
て
い
る
（
そ
う 、
すべ

て
自
分
の
こ
と
で
す） 。

第
三
の
世
代は 、
学
園が
戦い
済
ん
で
日
が
暮
れ
た
後
に
入
学

し
た
「
戦
無
源」
世
代
で 、
現
在 、
社
会の
第一
一線で
活
躍
し
て

い
る
四O
代
l

五
O
代
前
半
世
代
だ 。
－
T
も
自
在に
使い
こ
な

し 、
最
も
生
産
性の
高い
仕
事
を
し
て
い
る 。
日取
も
し
た
た
か
で 、

た
く
ま
し
い
世
代
と
首
え
る 。

そ
れ
に
続
く
の
が 、
八
0
年
代
に
大
学
生
活
を
送
り 、
パ
プ
ル

経
済
で
社
会
人に
なっ
た
現
在
三
O
代
の
人
た
ち 。
先
行
世
代か

ら
「
政
治
意
識
が
低い
典
型
的ノ
ン
ポ
リ」
と
評
さ
れ
て
も
「
ど

こ
が
惑
い」
と
動
ず
る
気
配
も
な
く 、
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
熱

中
し
て
い
る
「
オ
タ
ク」
世
代
で
も
あ
る 。

そ
し
て
最
後
に 、
パ
プ
ル
が
は
じ
け
た
後
の
低
迷
期で
あ
る
九

0
年
代（「
失
わ
れ
た
十
年」）
に
学
生
だっ
た
こ
O
代
｜三

O
代
前

半の
人
た
ち 。
充た
さ
れ
た
幼
少
年
時
代
を
過
ご
し
て 、
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
に
乏
し
く 、

社会
を
改
革
す
る
意
欲
も
薄い 。
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
の
続
出
で
政
治
家
に
も
官
僚に
も
学
者
に
も
幻
滅し
て
い

て 、
官
公
庁
も
銀
行
も
大
企
業
も
信
頼
し
な
い 。
一
見
紫
直
で
聞

き
分
け
が
い
い
が 、
そ
れ
は
自
己
主
張が
な
く 、
他
人
と
の
摩
擦

を
避
け
た
い
だ
け 。
と
り
あ
え
ず 、
ちゃ
っ
か
り
親に
寄
生
し
て 、

吉
沢
美
紀
さ
ん） 。
そ
こ
に
は
「
中
嶋ゼ
ミ
の
卒
業
生
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち 、
人
と
の
出
会い
を
大
切
に 、
己
の
持
て
る
も
の
を
人

と
分
か
ち
合っ
て
心
豊
か
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
う」（
四
宮
瑞
枝

さ
ん
『
歴
史
と
未
来』
二
O
号）
と
い
う
志
が
しっ
か
り
と
共
有

さ
れ
て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
る 。

中
嶋
嶺
雄
論
の
試
み

中橋-t!ミの歴史�永来

最
後
に 、
思
師で
あ
る
中
嶋
先
生
に
つ
い
て
記
し
た
い 。
ゼ
ミ

誌
六
号
で
「
中
嶋
嶺
雄の
歴
史
と
未
来」
と
題
し
て
書
い
た
り 、

合
宿の
折
に
学
生
た
ち
に
語っ
て
き
た
こ
と
の
延
長
と
な
る
私
論

で
あ
り 、
試
論
で
あ
る 。

六
O
年
安
保
世
代で
あ
る
先
生
は 、
全
学
連
運
動
の
闘
士
か
ら

学
者
の
道に
入っ
た
が 、
そ
の
後
の
半
生
を
私
は一
言
で
「
ラ
デ

ィ
カ
ル
（
根
源
的）
に
理
想
を
追
求し
て 、
冷
静に
行
動
す
る
リ

ア
リス
ト

（
現
実主
義
者こ
と
評
し
て
い
る 。

その
理
想は 、
研
究
者
と
し
て
も 、
教
師と
し
て
も 、
第一
級

の
優
れ
た
存
在と
な
り 、
社
会に
貢
献
し
続
け
よ
う
と
い
う
こ
と

に
あ
り 、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
強
固
な
意
志
と
情
熱
を
常
に

持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
に 、
先
生
の
真
骨
頂
が
あ
る 。

ま
ず
研
究
者
と
し
て
は 、
研
究
対
象
（
現
代
中
国）
の
真
相
を

つ
か
む
こ
と
に 、
学
者
の
良
心
を
賭
け
て
き
た 。
一
九
六
0
年
代 、

中
園
研
究
者
の
多
く
が
毛
沢
東
中
国
に
心
酔し 、
礼賛
す
る
中で 、

先
生
は
冷
静に
資
料
を
分
析し 、
中
国の
政
治
が
決
し
て
き
れ
い

． 

＼ 

ケ
l
タ
イ
とパ
ソ
コ
ン
で
友
だ
ち
傑し 、
自
分
探し
を
し
て
い
る

パ
ラ
サ
イ
ト・
シ
ン
グ
ル
の
「
世
紀
末」
世
代で
は
あ
る 。

ーー
も
ち
ろ
ん 、
こ
れ
は
すべ
て
私の
個
人
的
な
印
象
批
評
で

あ
る 。
だ
が
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は 、
そ
ん
な
多
様な
世
代
が

集い 、
言い
た
い
乙
と
を
言い
合
う
交
流
の
場
（
サ
ロ
ン）
と
し

て 、
ゼ
ミ
の
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ 。
毎
年一
月二
日
は 、
先

生
の
お
宅
で
新
年
会が
あ
る
が 、
現
役
学
生
か
ら
長
老
ま
で 、
い

つ
も
数
十
人
が
集
まっ
て
夜
遅
く
ま
で
懇
談し
て
い
る 。
こ
の一

O
年
ほ
ど 、
留
学
生
の
参
加
が
だ
ん
だ
ん
噌
え 、
ニ
O
O一
年
は

五
O
数
人
参
加し
て 、
そ
の
三
分
の一
が
留
学
生
だっ
た 。
留
学

生
に
とっ
て
は 、
日
本の
お
正
月の
過
ご
し
方
を
体
験
す
る
貴
重

な
場
に
なっ
て
い
て 、
中
国
人
留
学
生
が
つ
く
る
特
製
按
子が
新

年
会の
名
物
と
し
て
すっ
か
り
定
着し
て
い
る 。

そこ
で
ゼ
ミ
生
の
進
路
を
見
る
と 、
大
別
し
て
①
学
者・
研
究

者
②
民
間
企
業
（
銀
行 、
証
券 、
メ
ー
カ
ー）

③マ
ス
コ
ミ
の
世

界
lが

ほ
ぼ
三
割
ずつ
で 、
残
り一
割は
公
務
員
と
い
う
感
じ
に

なっ
て
い
る 。

も
ち
ろ
ん 、
転
職
者
も
少
な
く
な
い
し 、
職
種で
い
え
ば
民
間

企
業 、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
学
者に
転
身し
た
例
が
目
立っ
て
い
る 。

女
性の
場
合 、
結
婚
や
出
産 、
失
の
転
勤
な
ど
で
い
っ
た
ん
仕
事

を
辞
め
て
も 、
子
育て
が一
段
落
す
る
と 、
大
学院に
行っ
た
り 、

教
職
に
就い
た
り 、
在
宅
勤
務
や
地
域
の
N
P
O 、
N
G
O
で
ポ

ラ
テ
ィ

ア
活
動
し
た
り 、
と
意
欲
的
に
行
動
し
て
い
る
人
が
多い

（
例
え
ば
石
山
庸
子
さ
ん 、
花
沢
聖
子
さ
ん 、
鈴
木
あ
や
子
さ
ん 、
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ご
と
で
な
く 、
舞
台
裏で
す
さ
ま
じ
い
権
力
闘
争
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
巧
み
に
あ
ぶ
り
出し
て
い
く 。
二
八
歳
の
処
女
作
『
現

代
中
国
論」
以
来 、
政
治
学 、
社
会
学 、
心
理
学 、
言
語
学な
ど

各
分
野
の
最
新
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
計
量
分
析 、
定
性

分
析に
よっ
て 、
自
分
の
大
胆
な
仮
説
を
重
層
的
に
実
証
し
て
い

く 。
そこ
に
あ
る
の
は 、
学
界
の
機
威
な
り 、
主
流
派
的
な
見
解

に
決
し
て
迎
合
せ
ず 、
学
問
研
究
に
あ
たっ
て
は
的
緒
的
な
主
観

的
判
断
を
排
除し
て 、
客
観
的
に
説
得
力の
あ
る
説
明
を
し
よ
う

と
い
う
姿
勢で
あ
る 。
学
者
と
し
て
は
ま
さ
に
反
権
力 、
反
権
威

の
気
骨
に
溢
れ 、
エ
ス
タ
ブ
リッ
シ
ユ
メ
ン
ト

に
対
す
る
ラ
デ
ィ

カ
ル
（
根
源
的）
な
批
判
精
神
に
満
ち
た
闘
主
で
あっ
た 。

その
情
熱
は 、
旺
盛
な
執
筆
力
に
よっ
て 、
次
々
に
著
作
と
な

っ
て
結
実
し
て
い
く 。
実
生
活
で
も
四
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
が 、

学
者
と
し
て
も
た
い
へ
ん
な
多
産
家
で 、
私の
暫障の
中
崎
嶺
雄

コ
ー

ナ
ー

に
あ
る
箸
轡
を
数
え
て
み
た
ら 、
二
O
O
二
年
夏
現
在 、

三
八
情
あっ
た 。
実に
ほ
ぼ一
年
に一
冊のぺ
1

ス
で
あ
り 、
学

者
と
し
て
は
ま
ずズ
パ
抜
け
た
生
産
性の
高
さ
で
は
あ
る 。
し
か

もこ
れ
以
外
に
先
生
が
編
纂し
た
論
文
集
な
ど 、
私
が
見
落
と
し

て
い
る
も
の
が
ま
だ
多
数
あ
る
し 、
さ
ら
に
英
文
で
寄
稿
し
て
欧

米
で
出
版
さ
れ
た
社
会
科
学
事
典 、
百
科
事
典 、
研
究
論
文
集
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
な
い 。

現
在で
も 、
中
国
で
何か
あ
る
度に 、
日
本の
マ
ス
コ
ミ
が
競

う
よ
う
に
先
生
に
分
析
やコ
メ
ン
ト
を
求め
て
い
る
が 、
そ
れ
は

と
の
三
五
年
間 、
先
生
の
中
国
分
析の
的
確さ 、
蹴
み
の
深
さ
に
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・大
き
な
信
頼
を
置い
て
い
る
と
と
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い 。
学
者

と
し
て
優
れ
た
業
績
を
生
み
出
す一
方 、
時
間
に
追
わ
れ
るマ
ス

コ
ミ
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
機
動
性 、
瞬
発
カ
を
持っ
て

い
る
と
い
う 、
ま
さ
に
「ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ティ
ッ

ク・
ア
カ
デ
ミ

ス
ト」

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
言
え
る‘た
ろ
う 。

さ
ら
に
先
生
に
は 、
芸
術
活
動
に
対
す
る
き
わ
め
て
強い
情
熱

が
あ
る 。
寸
暇
を
見つ
け
て
は
ス
ケッ
チ
を
し 、
バ
イ
オ
リ
ン
を

演
奏
す
る 。
ス
ケッ
チ
は
ゼ
ミ

誌
『
歴
史
と
未
来』
の
毎
号
の
表

紙
を
飾
り 、
バ
イ
オ
リ
ン
は
幼
い
と
き
か
ら
鈴
木メ
ソッ
ド
で
学

び 、
若い
時
に
は
ア
ル
バ
イ
ト

で
演
奏
し
た
り 、
指
抑
棒
を
振っ

て
い
た 。
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
記
念
式
典
で
も
学
生
た
ち
に
混
じ

っ
て
楽
し
そ
う
に
祝
典
曲
を
合
奏
し
て
い
た 。
ま
さ
に
多
芸 、
多

才 、
ス
ーパ
ー

マ
ン
的
な
活
躍ぶ
り
で
は
あ
る 。

次に
教
師
と
し
て
の
資質
を
考
え
る
と 、
先
生
ほ
ど
学
生
の
指

導に
熱
心
で 、
し
か
も
大
学
改
革の
窓
欲に
満
ち
て
行
動
し
て
い

る
教
師
も
少
な
い
の
で
は
な
い
か 。

外
大
を
地
域
研
究の
最
高
水
準
を
誇
れ
る
大
学
に
し
た
い 、
世

界
中か
ら
優
れ
た
学
者 、
学
生
が
集
まっ
て
自
由
に
交
流し 、
切

麗
琢
磨
し
て
い
く
よ
う
な
国
際
的
に
聞か
れ
た
大
学
に
し
た
い
1

｜乙
れ
が
先
生
の
四
十
年
来の
夢
で
あ
り 、
目
標
で
あっ
た
し 、

そ
れ
は
今
も
変
わ
ら
な
い 。

全
共
闘
に
よ
る
大
学
紛
争の
こ
ろ 、
「
造
反
有
理」「
破
壊の
上

に
建
設
を」
をス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ 、
た
だ
破
壊
す
る
だ
け
だっ

た
全
共
闘
の
「
心
情
倫
理」
に
迎
合
す
る
教
師
が
多か
っ
た
中で 、

中嶋ぜミの届隆史ど永員長

で
も
改
革意
欲
を
持
続
さ
せ
る
人
は
め
ず
ら
し
い 。

教
授
時
代か
ら
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
熱
心
だっ
た
の
は
既
に

見
た
通
り
だ
が 、
学
長
職に
つ
い
て
か
ら
は 、
さ
ら
に
粕
力
的
に

大
学の
国
際化
を
推
進
し
て
い
く 。
世
界
二
八
カ
国
四
四
大
学
と

交
流
協
定
を
結
び 、
一
年
間に
二
O
人
以
上
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
る
I
S
E
P
プロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
た
り 、
U
M
A
P
（
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
大
学
連
合）
の
設
立に
尽
力
す
る
な
ど
「
世
界
に

聞か
れ
た
大
学 、つ
く
り」
の
成
果
を
着々
と
挙
げつ
つ
あ
る 。

「
今
や
外
大
は 、
全
国の
大
学の
中で 、
留
学
生
の
比
率
が
最

也
高い
大
学
に
なっ
て
い
る」
と
い
う
の
が
先
生
の
自
慢
だ
が 、

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は 、
そ
の
自
慢
が 、
単に
外
大
だ
け
が
良

く
な
れ
ば
い
い 、
と
い
う
偏
狭
な
外
大
至
上
主
義か
ら
来
る
の
で

は
全
く
な
く 、
む
し
ろ
日
本の
大
学全
体の
研
究・
教
育レ
ペ
ル

を
上
げ
る
た
め
に 、
外
大
が
先
頭
に
立っ
て
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
な

ろ
う
と
い
う
強い
意
志の
表
れ
だ
と
い
う
こ
と
だ 。
そ
の
背景
に

は 、
今の
ま
ま
で
は
日
本の
高
等
教
育は 、
世
界か
ら
相
手
に
さ

れ
な
く
な
り 、
軽
麓
さ
れ 、
無
視
さ
れ
か
ね
な
い 、
と
い
う
強い

危
機
感
が
あ
る 。

日
本の
大
学の
あ
り
方
に
つ
い
て
は 、
私た
ち
O
B
が
社
会
人

の
目か
ら
見
て
も 、
そ
の
タコ
ツ
ポ
型の
研
究
体
制 、
閉
鎖
的
で

独
普
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム 、
外
国
人
研
究
者・

留学生
を
柔
軟
に

受
け
入
れ
る
と
と
を
拒
否
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム 、
教
員の
業
績評

価
や
資
格
審
査
の
な
い
ル
ー

ズ
な
人
事
管
理 、
暖
昧で
不
透
明
な

学
位
授
与シ
ス
テ
ム
ーー

な
ど
お
か
し
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ

先
生
は
「
責
任
倫
理」
に
よっ
て
全
共
闘
を
批
判
し 、
大
学
改
革

が
決
し
て
激
情
や
破
壊か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
カ

説
し
続
け
て
い
た 。
そ
し
て
全
共
闘
が
去
り 、
全
共
闘
シ
ン
パ
の

教
官た
ち
が
再
び
自
分
た
ち
の
殻に
閉
じ
龍
も
り 、
既
得
権
益
を

守
る
乙
と
だ
け
に
熱
心
に
なっ
て
い
っ
た
時 、
先
生
は
志
を
同
じ

く
す
る
人
た
ち
と
と
も
に
本
格
的
な
大
学
改
革
を
進
め
て
い
く 。

そ
の
具
体
的
な
成
果
が 、
七
七
年
春 、
大
学
院
地
域
研
究
科
の
開

設
に
結
び
つ
い
て
来
る 。

「
学
問の
自
由」
の
名
の
も
と
に
自
分
の
講
座
枠の
確
保
だ
け

に
汲
々
と
す
る
教
師
を「
無
責
任
な
専
門パ
カ」
と
非
難
し
た
の

が
全
共
闘
で
あ
り 、
全
共
闘
シ
ンパ
の
教
師こ
そ
ま
さ
に
「
聞か

れた
大
学づ
く
り」
に
熱
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ずだっ
た 。

だ
が
事
実は
逆
で
あ
り 、
全
共
闘
シ
ン
パ
教
師の
多
く
は
責
任
を

放
棄
し
て
「
専
門パ
カ」
に
逆
戻
り
し 、
あ
ら
ゆ
る
改
革に
異
論

を
唱
え
る
だ
け
に
終
始
す
る 。
一
方 、
全
共
闘
と
真っ
向
か
ら
対

決
し
た
教
師た
ち
は
「
賀
任
倫
理」
をパ
ネ
に
大
学
改
革の
推
進

者
と
な
る
｜｜こ

こ
に
も
摩
史
の
皮
肉
な
逆
説
が
あっ
た 。

私
が
先
生
を「
リ
ア
リ
ス
ト」
と
表
現
す
る
時 、
そ
れ
は
「
リ

ア
ル
な
認
識
に
支
え
ら
れた
理
想
主
義
者」
と
言い
換
え
た
方
が

い
い
か
も
知
れ
な
い 。
周
囲
を
見
て
も 、
世
間
に
最
も
多い
リ
ア

リ
ス
ト

（
現
実
主
義
者）
は
「
もっ
と
現
実
を
直
視せ
よ」
と
言

う
だ
け
で 、
既
成
事
実
に
引
き
ず
ら
れ
て
状
況
追
従 、
大
勢
順
応

す
る
こ
と
を
是
と
し 、
改
革
意
欲
も
な
く
既
得
権
を
守
る
こ
と
で

安
心
し
て
い
る
人
た
ち
だ
か
ら
だ 。
その
点 、
先
生
ほ
ど
い
つ
ま

- 142-
li
l
l

 

る
と
感
じ
て
い
る 。
と
り
わ
け
国
公
立
大
学の
場
合 、
教
育
公
務

員
待
例
法に
よっ
て 、
い
っ
た
ん
正
教
員
に
な
れ
ば
よ
ほ
ど
の
不

祥
事
（
た
と
え
ば
セ
クハ
ラ
や
刑
事
犯
罪に
絡
む
な
ど
の
ス
キャ

ン
ダ
ル）
を
起こ
さ
な
い
限
り 、
定
年ま
で
ま
ず
失
職
す
る
心
配

が
な
い
ほ
ど 、
身
分
的
に
しっ
か
り
と
守
ら
れ
て
い
る 。
「
大
学

の
自
治・
学
問の
自
由」
の
名
の
下
に 、
ど
ん
な
奇
行
が
あっ
て

も 、
い
い
か
げ
ん
な
授
業
を
し
て
い
て
も 、
教
育
商
で
も
研
究
面

で
も
ほ
と
ん
ど
業
績
が
な
くて
も
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い 。

そ
う
し
た
既
得
権
益
を
享
受し
て
い
る
教
員
ほ
ど 、
権
益
を
減
ら

す
動
き
に
は
敏
感に
反
対
し 、
要
は
あ
ら
ゆ
る
改革に
抵
抗
す
る

の
が
常
だ 。

そ
れ
に
対
し
て
先
生
は
「
少
し
ずつ 、
粘
り
強
く 、
改
革
し
て

い
く
し
か
な
い
よ」
と
苦
笑
し
な
が
ら
も 、
大
学の
国
際
競
争
力

調
査
で
日
本の
大
学
が
き
わ
め
て
低い
評
価
し
か
得
て
い
な
い
事

実
に
は
「
欧
米は
お
ろ
か 、
ア
ジ
ア
で
も
日
本の
大
学に
幻
滅し

た 、
失
望
し
た 、
と
い
う
声
が
出
始
め
て
い
る」
と
深
刻に
受
け

止
め
て
い
る 。

大
学
改
革の
努
力
は
「
国
際
化」
だ
け
で
は
な
い 。
多
摩へ
の

キャ
ン
パ
ス
移
転
を
械
に 、
近
隣の
大
学
と
の
単
位
互
換
制
度
を

導
入
す
る
大
学
連
合
構
想
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
し 、
こ
れ
ま

で
も
外
大
の
学
問
研
究
成
果
を
世
に
問
う
出

版事業
や
公
開
講
座

な
ど
を
充
実
さ
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん 、
さ
ら
に
国
立
大
学
協
会
副

会
長
や
政
府
の
各
種
諮
問
綬
闘の
有
力メ
ン
バ
ー

と
し
て 、
留
学

生
政
策の
整
備
や
大
学
院
改
革 、
民
間
と
大
学
と
の
人
事
交
流や
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社
会
人
を
教
員に
採
用
す
る
方
策
を
検
討
す
る
な
ど
「
社
会
に
聞

か
れ
た
大
学づ
く
り」
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た 。

こ
こ
に
は一
流の
学
者
が 、
経
営
者
と
し
て
も
優
れ
た
手
腕
を

持っ
て
い
る
と
い
う
希
有
な
例
が
あ
る 。
名
選
手
必
ず
し
も
名
監

督
な
ら
ず 、
と
い
う
の
は
プロ
の
世
界
を
見
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
が 、

大
学
で
も
学
者 、
研
究
者
と
し
て
優
れ
た
人
が 、
教
育
者
と
し
て

も
優
れ 、
さ
ら
に
経
営
者
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
は 、

あ
ま
り
例
が
な
い
だ
ろ
う 。

だ
が
そ
れ
が
大
学
内
で
は 、
守
旧
派 、
保
守
派
か
ら
「
や
り
過

g」「
目
立
ち
過
ぎ」
と
の
反
発
を
招い
て
き
た
の
も
事
実
だ 。
二

O
O一
年
夏の
学
長
選
挙で 、
一
期
四
年 、
二
期
日か
ら
二
年で

改
遣
を
迎
え 、
三
選
を
目
指
し
た
と
と
ろ 、
外
国
語
学
部
長
ら
が

「
反
中
嶋」
陣
営
をつ
く
り 、
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所

で
定
年
直
前
だっ
た
女
性
教
授
を
担
ぎ
出
し 、
韓
烈
な「
反
中
嶋」

キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
展
開
し
た 。
その
主
な
理
由
は
「
学
長
は
何
事

も
教
授
会
の
識
を
経
て
（つ
ま
り
満
場一
致 、
あ
る
い
は
多
数
決

で）
学
内
運
営
を
すべ
き
な
の
に 、
中
嶋
学
長
は
独
断
専
行
が
多

く 、
教
授
会
を
軽
視
し
て
い
る」「
園
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
に
も
頻

繁に
講
演
や
自
分
の
研
究
の
た
め
に
出
か
け
て
い
て
学
長
室
を
留

守
に
す
る
こ
と
が
多
く 、
学
長
と
し
て
の
職
務
を
十
分
に
果
た
し

て
い
な
い」「
学
長
は
二
期
で
十
分 。
三
期
八
年は
長
す
ぎ
る」
と

言
う
も
の
で 、
一
本
釣
り
と
電
話
攻
勢で
女
子
教
員
を
ま
と
め
て

多
数
派
工
作
に
成
功
し 、

僅
差
で
中
嶋
三
遣
を
阻
止
し
た 。

私
自
身は
た
ま
た
ま
こ
の
数
年 、
外
大
の
非
常
勤
講
師
と
し
て

や働ぞミの歴史ピ永来

て
い
る 。
秋
田
につ
い
て
は
寺
田
知
事
に
懇
請
さ
れ 、
新
大
学
設

立
準
備
委
員
長
を
引
き
受
け
て
い
る
が 、
そ
れ
に
注
ぐエ
ネ
ル
ギ

ー
は
大
変な
も
の
で
あ
り 、
私
自
身 、
準
備
委
員
の一
人
と
し
て

加
わっ
て
側で
見
て
い
て
も
ひ
た
す
ら
感
心
す
る
ば
か
り
だ 。

乙
う
し
て
見
て
く
る
と 、
先
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
優
れ
た

大
学
”つ
く
り」「
国
際
的
に
通
用
す
る
優
れ
た
人
材づ
く
り」
と
い

う
改
革は 、
ま
だ
ま
だ
途
上
で
あ
り 、
そ
れ
は
終
わ
り
の
な
い
マ

ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
も
の
だ 。
時
に
は「
性
急
す
ぎ
る」「
独
断
専
行」

と
批
判
を
浴び 、
その
活
躍ぶ
り
に
嫉
妬
ま
じ
り
の
中
備
も
少
な

く
な
い 。
長い
間 、
そ
れ
を
身
近
に
見
て
き
た一
人と
し
て 、
先

生
は
実
に
こ
の一二
O
年
以
上
に
わ
たっ
て 、
主
張
に
プ
レ
が
な
く 、

言
行
が一
貫し
て
い
る
と
思
う 。

その
基
本
姿
勢は 、
ま
さ
に
『
歴
史
と
未
来」
の
創
刊の
辞
で 、

生
硬
に
呼
び
か
け
て
い
る
通
り
だ 。
「？」
の（「
歴
史
と
未
来』
と

い
う）
タ
イ
ト

ル
は
ど
う
考
え
て
も
荷が
重
い 。
む
し
ろ
速か
ら

ぬ
将
来
で
の
挫
折
を
予
見
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。
だ
が 、

諸
君 、
その
時
は
共に
倒
れ
よ
う
で
は
な
い
か 。
挫
折
と
傷
心
と

は 、
知
的
生
産
省
に
とっ
て
自
己
の
存
在
証
明
な
の
で
あ
り 、
と

れ
に
反
し 、
官
僚
も
し
く
は
官
許
知
識
人
と
い
う
も
の
は 、
決
し

て
傷つ
か
な
い
も
の
な
の
だ」 。

傷つ
くこ
と
を
恐
れ
ず 、
常
に
改
革に
挑
戦
す
る
姿
勢
li 。

聾
誉
褒
庭
は
あっ
て
も 、
こ
の
人
は
信
用
で
き
る 、
信
頼
で
き
る 、

と
心
か
ら
思
え
る
の
は 、
そ
う
い
う
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
人
だ

ろ
う 。
ゼ
ミ

生の
多
く
は 、
そ
う
し
た
恩
師
を
持
ち
得た
こ
と
を

毎
週一
回 、

留学
生
た
ち
に
日
本の
政
治・
経
済・
社
会
事
情
を

英
語
で
講
義
し
て
き
た
の
で 、
外
大の
学
内
事
情に
つ
い
て
も
割

合
身近
に
接
し
て
き
た
し 、
ご
く
自
然
に
耳に
入っ
て
き
て
い
た 。

そ
れ
で
側
聞
す
る
の
は 、
ニ
O
O一
年
九
月
に
就
任
し
た
新
学
長

は
い
たっ
て
ま
じ
め
で
誠
実
な
性
格
の
人
で 、
早
朝か
ら
遅
く
ま

で
学
長
室
に
こ
もっ
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と
だ 。
そ
れ
ま
で
A
A

研
究
所
に
い
て
学
内
運
営
や
教
務 、
学
生
指
導
な
ど
と
は
ほ
と
ん

ど
縁が
な
かっ
た
た
め 、
覚
え
る
こ
と
が
大
量
に
あっ
て「
勉
強」

に
終
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が 、
中
嶋
学
長時
代
に
敷か
れた
改
革

路
線
を
その
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
に
は
支
持
者
た
ち
の
抵
抗
が
強

い
た
め 、
立
ち
往
生
し
て
い
る
の
が
笑
惜の
よ
う
だ 。
同
時
に 、

「
反
中
嶋」
陣
営の
中
心
人
物
た
ち
も 、
い
ざ
自
分
た
ち
が
政
権

を
握っ
て
も
改
革せ
ざ
る
を
得
な
い
事
項
が
大
量
に
あ
り 、
そ
れ

を
進
め
る
の
に
「
味
方H
守
旧
派
の
抵
抗
勢
力」
を
説
得
す
る
こ

と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
に
直
面
し
て
「
こ
れ
ほ
ど
大
学
経
営

が
大
変だ
と
は
思
わ
な
かっ
た」
と
ぼ
や
い
て
い
る
と
い
う 。

一
方 、
文
部科
学
省は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず 、
中
嶋
先
生
に

大
き
な
信
頼
を
置い
て
お
り 、
mM
重
要の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央

教
育
審
議
会
で
の
大
学
院
改
革
や
留
学
生
政
策
な
ど
に
つ
い
て
は

引
き
続
き 、
先
生
に
部
会
長
や
主
査
と
い
う
取
り
ま
と
め
役
を
依

頼
し
て
い
る 。

さ
ら
に
秋
田 、
長
崎の
新
し
い
国
際
大
学
構
想
で
先
生が
ま
と

め
役
に
担
ぎ
出
さ
れ 、
ど
ち
ら
で
も
「
世
界
に
通
用
す
る
優
れ
た

大
学 、つ
く
り」
を
目
指
し
て 、
惜し
み
な
く
時
間
と
労
力
を
剖い

- 144-

感
謝し
な
が
ら 、
「
持
続
す
る
志」
の
共
有
者
と
し
て
先
生
の
活

動
を
支
援し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

そ
し
て 、
ま
さ
に
そこ
に
こ
そ 、
中
嶋
ゼ
ミ

の
「
未
来」
が
か
か

っ
て
お
り 、
「
志
の
共
同
体」
と
し
て
今
後
も
さ
ら
に
発
展
し
続

け
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か 、
と
私
は
思っ
て
い
る 。

（
注）
本
稿
は
東
京
外
大
同
窓
会の
求
め
に
応
じ
て 、
ニ
O
O一

年に
中
崎
ゼ
ミ

の
P
R
と
し
て
普い
た
も
の
を
原
型
に
し
て
い
る 。

その
同
窓
会
報が
未
刊
行
の
た
め 、
加
筆
し
て
本
号
に
転
載

し
た 。
ゼ
ミ

生
以
外の
人
に
も
中
嶋
ゼ
ミ

の
特
徴
を
解
説
す
る
こ

と
に
力
点
を
置い
た
も
の
と
なっ
て
い
る 。

ゼ
ミ

生の
皆
さ
ん
に
は 、
私た
ち
の
ゼ
ミ

の
歴
史
的
位
置づ

け 、
客
観
的
評価の
試み
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い 。

-145-

（
かつ
ま
た・
み
ち
お
一
九
七
二
年
英
米
語
学
科
卒
業）
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…
食中嶋先生最終講義

空
δO二年度合宿セミナー開催

女松本充豊会員学術賞受賞

一

・

中嶋晶晴雄さんの退任配念パーティ開催

1

．

 

－

ニ00二年八月二八日、ニ九日の何回、八

「ゼミの会」のぺldyという織をおかりし
1

・

王子大学セミナーハウスにて、「二OO二年
て、会員の皆織に慶祝すべき朗報をお知らせ
・

占．

．

 

・
二OO一年一O月三一目、東京外国語大学
度合宿セミナー」が開催されました。

いたします。

．

ハ
マルチメディアホ1ルにて、
高
先生が、
宙

セミナーでは、「日中闘交一－一O周年の
室、

この度、

集議会員ご九九六
年大学院
一

・
際
社奈の変動と大
学↓あえて学問の有効性を
「グロ1パリゼ1ションとメディア」の二つ
博士前期諌穏修了）が、神戸大学に提出した
・

ジ
問う」と題して怨終講義をなされました。

のセッションで充実した討論が繰り広げられ
熔＋孟文をまとめた労作「中国一国民党「芸固
い

｝
三O余年に及ぶ東外大での研究教育活動の
ました。

事業」の
研究』で、財団法人材尾育英会学術
・．

 

山ハ
実成としての
震
撃には、
三0
2収容

芝、ゼミの会
長官
揺され、新役員
賞の学術祭励賞を
委されました。
集会員
・

わい
のマルチメディアホlルを埋め尽くすほどの
の選出、会計報告、会則変更などの決定がな
の受賞を心よりお唆ひ申し上げますe

げ一

全

人が集まり、大変な熱気に包まれました。

されました。

－川m

M

S
2の
震
葉は、単なる研究史の悶

岳こ北京烈
烈』
積一駿
一社一学術文庫に
い←

ゼ
顧にとどまらず、あくまで問題提起的であり、
＋問中嶋ゼミ新年会開催

・．
 

嶋
「挑戦する学者」の面白を躍如するものとな

サントリー雲蚕も受賞した中嶋先生の代
・

刊
りましたが、今号の巻頭に、「諸君1』二O

二OO三年一B
百、中嶋先生の御宅で恒
表作『北京烈烈』（上下）が、講談社学術文庫
一

・
0二年一月勾に掲載された講義叫聞を転戦いた
例の新
年会が開備されました・ゼミの08・
の一冊として、
文感化されました。定価は、
・

い
しましたので、ぜひご覧下さい・

OGや各一回からの留学生など、四O名前後の
税別で一四OO円となっております．

一

・

ま
た、
同
日
夜
に
は、
帝
国
ホ
テ
ル「
富
士
の
問」

参
加
者
が
あ
り、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た。

ま
た、
ゼ
ミ
の
会
O
B
が
加
わ
っ
た
研
究
プ
ロ
ジ

・

い
にて、
「中嶋一傾雄さんの退任記念パーティ」

ワp

ェクト「日中間焚を綴る内政と外交」が改稿
い

・
がゼミの会の主悩で開備され、学術界、政界、

J炉

されて収めされている『「日
中友好」という幻
・

－F

・

日
経済界、マスコミ
2
400名に近い参加

k
g

怨』が、PHP
蓄より（七四O円
2
・

H

票集
号、長年の労をねぎらいました。

／ぬ」

より、それぞれ好評発売中です。

い

・

．
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日
食中嶋先生、

を基本とする救背節税の環
境懇鋼、秋学期入

今後一様
な
授、報道されることと思います。
・

口

国際教饗大学学長予定者に

学制、すべての授業を英語で行なう特色ある
中絡先生の新天地でのご活躍に、ご注目くだ
い

・

カリキュラム、原則一年以上の海外留学の晶君
さい。

・

．

am終勝畿でも、日本の高
等教育のなり方に

wm化など、斬新な
大学敏宵Hが
実帥附されます・

．

 

．

 

・
疑問を投伊かけ、大学
改革の必要性を説かれ

また、「地方独立行政法人制度」が明確に

中嶋ゼミの会ニ00＝一
年度役員紹介
・．

 

・
ていた中嶋先生が、この度、秋田県に新設さ
なった時点で、他に先駆けて公共大学の最初

・

・
れる国際
華大学（BE
Es
－EE－
の非公務員型の独立行政法人の大学に移行し、
汁川11Jイ
J叩111J111｜｜」
・

一代費総$
名越
健郎｛時事唱沼崎順位｝

一
－

Jン
CESE－q）の学長予定者として、同大学
柔軟かつ微動的な大学遺骨国を実現する予定で
一トい一ii
トj
いいいいいトいいん；

一

一
幹
事

場

憲
昭（
掛
鶴般社）

一

戸
の
裂
器に携わられることとなりました。

あるほか、
委員に対する任期制（原則三年
一

：
i
p
l
i－－同

一

一

勝
叉美
智
雄
（
日経
新
聞）

一

・

砂
二OO四年四月開学予定の同大学の創設準
問）の適用、
客観的な教育研究評価制度の確

一

恥
i
l
ii
ドl－
jt
て

一

伴

美喜
子
（
大
学
セ
ミ
ナ
ー・
ハ
ウ
ス）
一
・

1
備委員会には、明石康氏
完国連事務次長）、
立、
能力給制度の線用など、民間の経営感覚
一

一
1一a＼一一J
j
！｛
一

企
生駒俊明氏（
芸大学名誉
革、給田英哉氏
を取り入れた効率的
柔
道
管行なうこと
一

；

！一時
皇
室y

t
一
υι

一

松
本

達也（
Recドミニオン
鉦券）一
・
－

ミ
（国際交流基金日米センター所長）、グレゴリ
で、
制度面、運蛍面でも、他に類を見ない符
一

十；
li～ーに除FLー、uh－－一一

一

孫

国
蔵（大
蛍セミ
ナー・ハ
ウス）一

ゼ
l・クラlク氏（前多摩大学長）、船橋洋一氏
色ある大学作りを目指すとのことです。

一

日1
UU一lいし凶
41、－

一

茶園

畠宏（
N
H
K）

一

・

向
（朝日新聞社編集局特別編集安息らが名を

現在、中嶋先生を中心とした制限繊備委員
一

一一一十
いい・！’い’・ー！？Z
一

一

野
崎
晃市（
筑
波
大
学大
学
院）

一
・

『
連ね、ゼミの会からは、勝又美智雌会員｛一
会によって、凋学講が進められております
一

け
いにいk
ur－－いり
一

一

山
崎
直
也（
杏
林
大
学
非
常勤）

一
・

・
九七二年英米語科卒）が問委員会の専門邸会
が、『日本経済新盟、同JZPFaZ322pe
－－l
：い
十十川町
十トJJ・－J
一
・

、

一
顧問

弁
尻

秀
憲
（東
京
外
国
路
大
学）

一・

い
奮闘として参与されています・

232E。ミ軍司EE25などに捕尚
一 ER
UU

H一一一
一一一UH
UH
じ
い一

一

一

波
漫

啓貧
（
東京
外
国
語
大
学
）

一

．

・
岡大学では、「拡声簡をはじめとする外凶窃

載された教員・臓伐の公務には、世界各地か
一Fト
トト
トート十［十一－hIl－－
一

－

一
会
計

山
崎
直也（
総
事兼
任）

一
・

・

の
卓
錯
し
た
運
用
能
力
と、

豊
か
な
教
養、

グ
ロ1

ら
多
数
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ、

一五
名
の
募集
人
員

一
al
i

－
－

－
一
ail
－
－
ι

｜

一
・

．
パルな知識を身に付けた、実践カのある人材
に対して、延べ五六七名の応募があったこと

．

・

・

・
を養成し、地域社会と問際社会に貢献するこ
が、地元各紙で報じられました。

・． 

い
と」を目僚に、少人数制（入学定員一OO名｝

これに限らず、国際教養大学の「実験」は、

．

・7

・

・？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



編

集

後

コい三口

－R
今
号
は
と
れ
ま
で
三
五
年
間
に
わ
た
っ
て
発
行
し

て
き
た
『
歴
史
と
未
来」
と
は
性
格
が
異
なっ
て
い

る。
従
来
は
国
際
関
係
の
議
文
を中
心
に
し
た
学
術

誌
と
い
う
色
彩
が
濃
か
っ
た
が、
今
回
は
中
的
先
生

の
退
官
を
記
念
し
て、
ゼ
ミ
の
サ
ロ
ン
誌
的
な
性
格

を
前
而
に
訂
ち
出
し
た。

そ
の
編
集
方
針
を
決
め
た

の
が
二
O
O一
年
夏
の
こ
と。
O
二
年
春
ご
ろ
の
発

刊
を
目
指
し
た
が、
結
局、
ず
る
ず
る
と
延
び
て
年

を
越
し
て
し
ま
っ
た。
そ
れ
も
私の

多忙
に
か
ま
け

て
の
せ
い
で
あ
り、
日T
く
か
ら
原
稿
を
出
し
て
く
れ

て
い
た
執
筆
者
の
皆
さ
ん
に
ま
ず、
こ
の
場
を
借
り

て
お
わ
び
し
た
い。

そ
れ
が
制刑
事
刊
行
に
こ
ぎ
着
け
た
の
も
山
崎
君
の

尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り、
無
為
無
策
の
編
集
長
だ

っ
た
私
と
し
て
は、
彼
に
感
謝
す
る
の
み
だ。

顧
み
れ
ば、
六
八
年
春
の
創
刊
号
の
編
集
委
員
だ

っ
た
私
も
社
会
人
と
なっ
て
三
O
年
が
過
ぎ
た。
ゼ

ミ
の
第一
回
卒
業
生
た
ち
も
六
O
裁
定
年
を
迎
え
つ

つ
あ
る・
ゼ
ミ
の
中
核
を
な
し
て
き
た
人
た
ち
は
今、

三
O
代
か
ら
五
O
代
前
半
の
働
き
盛
り
で、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野、
領
域
で
活
躍
し
て
い
る。
今
号
で
は、

そ
う
し
た
O
B
た
ち
の

寄稿
か
ら、
そ
れ
ぞ
れ
の
静

春
時
代、
壮
年
時
代、
熟
年
時
代
を
振
り
返
り
な
が

ら、
た
っ
ぷ
り
感
慨
に
ふ
け
る
来
し
み
を
味
わっ
て

も
ら
え
る
と
思
う。

そ
れ
は
ゼ
ミ
に
集
い、
『歴
史
と
未
来』
に
か
か

わっ
て
き
た
者
た
ち
が、
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
き
た「
歴

史」
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る

だ
ろ
う。

ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ
れ
ば、
新
し
い
時
代
が
や

っ
て
く
る。
い
や、
ひ
と
つ
の
時
代
を
終
え
て、
次

に
ど
ん
な
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く
か。
「
歴
史
と
未

来」
に
つ
い
て
震
え
ば、
と
れ
で
終
刊
号
に
す
る
か、

そ
れ
と
もい
ず
れ
新
し
い
理
念、
理
想
を
つ
ぎ
込
み

な
が
ら、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か

｜｜。
私
自

身
は
今
後、
毎
年
の
刊
行
は
事
実
よ、
無
理
に
し
て

も、
隔
年
く
ら
い
の
ぺ
l
ス
で
さ
ら
に
続
け
て
い
く

の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思っ
て
い
る
が、
ぞ
れ

は
い
ず
れ、
今
号
の
筆
者、
読
者
の
皆
さ
ん
で
考
え

て
い
た
だ
き
た
い。

（
勝
又）

食
前
号
（
第
二
五
号）
の
刊
行
か
ら
四
年、
中
嶋

先
生
の
掻
終
携
議
＆
学
長
退
任
記
念パ
ー
テ
ィ
か
ら

約一
年
半、
管
機
お
待
ち
か
ね
の
『
歴
史
と
未
来』

思取
新
号
（
中
嶋
嶺
経
先
生
退
任
記
念
号）
を
よ
う
や

く
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き、
ホッ
と
し
て
お
り
ま
す。

台
湾
留
学
中
の
ニ
O
O
二
年一
月
に、
今
号
編
集

長
の
腿
又
美
智
雄障
さ
ん
か
ら
原
稿
依
頼
を
い
た
だ
い

た
時
に
は、
「
さ
れ
ど、
編
集
は
我
が
事
に
あ
ら
ず」

と
な
か
ぱ
対
岸
の
火
事
の
よ
う
に
思っ
て
い
た
の
で

す
が、

周年三
月
に
日
本
に
戻
る
や、
織
々
な
符
余

曲
折
が
あっ
て、
結
局、
自
ら
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ

る
亙
史
と
米
さ
を、
自
ら
の
手
で
編
集
す
る、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

ζ
れ
ま
で
ゼ
ミ
の
会
で
は、
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画・

運
営
や
会
計
と
い
っ
た
仕
事
に
従
事
す
る
と
と
が
多

か
っ
た
私
で
す
が、
「
儲
け
負っ
た
以
上
は、
全
力

を
尽
く
し
て、
で
き
る
だ
け
良い
も
の
を」
と
い
う

気
持
ち
で
編
集
作
業
に
臨
み
ま
し
た。

不
慣
れ
な
こ
と
も
あっ
て、
歪
ら
な
い
点
も
多
々

あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が、
諸
先
輩
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
力
作
が、
編
集
の
不
備
を
補っ
て
く
れ
て
い
る
も

の、
と
確
信
し
て
お
り
ま
す。

最
後
に、
今
回
の
編
集
作
業
に
ご
協
力・
ご
助
言

を
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
と
広
告
を
い
た
だ
い

た
P
H
P
研
究
所
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
社
に、
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す。

（
山
崎直
也）
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